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検査実績概要（検体数）

残留農薬検査
農作物ごとに決められている使
用農薬と、その残留基準が守られ
ていることを確認しています。

2017年度の検査は日本生協連と合わせ52,994検体です。
日本生協連ではコープ商品の検査、コープデリ連合会ではそれ以外の
商品を行っています。

微生物検査
原材料や製品、製造環境が衛生
的に管理されているかを確認し、
商品事故を予防します。

微生物や食品中に
残存する化学物質
などの検査

食品の品質や
規格成分の検査

食品の表示を
確認する検査

■商品の安全性を確認するためにはフードチェーン全体での
　総合的な取り組みが必要です。商品検査はフードチェーンの
　各工程の管理が適切であることを確認する方法のひとつです。

■商品の状態を科学的・客観的に把握します。
■食品衛生法や関連する法令、コープデリ連合会自主基準に適合して
　いるか、確認します。
■検査データを蓄積・分析し、商品の改善・品質向上に役立てます。
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商品検査センター紹介

商品検査の考え方 商品検査センターの役割

フードチェーンにたずさわる一人ひとりが食の安全確保に取り組み、
それら全てがつながる「食の安全リレー」をイメージした「サークル＝わ（和・輪）」を
施設コンセプトとしています。食品安全に関わるさまざまな検査と合わせ、
コープデリグループの取り組みや、科学の視点からの食品安全情報を伝えていきます。
さらに食の安全と安心に関するコミュニケーションの場を設け、「食卓を笑顔に」を目指します。

【施設概要】

OPEN!
リニューアル

OPEN!
リニューアル

コープデリ
連合会

リニ
ューアルオープンしました。

商品
検査センターが2018年4月、


